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区内の地域福祉情報はこちらから
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　昨年12月に実施しました「歳末たすけあい運動」では、町会・自治会、民生委員・
児童委員、区内中学校、ボランティアの皆様、さらに区内企業や団体の皆様からご
協力をいただき、区民の皆様から多くの募金が寄せられました。
　ご協力いただきました方々に御礼申し上げます。

歳末たすけあい運動へのご協力、ありがとうございました。

　12月2日から12月5日の間、区内で街頭募金を実施しました。
　町屋駅前・荒川区社会福祉協議会前・ジョイフル三の輪商店街・南千住駅前・熊野前交
差点・日暮里駅前で、計5日間にわたり実施いたしました。初冬の冷たい風が吹きつける中、
25名の民生委員・児童委員の
皆様や第一中学校、第三中学
校、第四中学校、第七中学校、
南千住第二中学校、原中学校、
尾久八幡中学校、諏訪台中学
校の生徒、引率の先生方が街
頭募金に参加してくれました。
地域の皆様から、「寒いけれ
ど、頑張ってね！」と温かいお
言葉をかけていただきました。
5日間の活動で324,416円
の募金が集まりました。街頭募
金に協力してくださった皆様
に、心より感謝申し上げます。

　歳末たすけあい募金により、年賀状での交流を実施いたしました。今年は、
区内の小学校20校、中学校8校、都立高校1校、私立中高校1校、ひろば館2館
に協力していただき、75歳以上の荒川区の「高齢者みま
もりネットワーク事業」に登録している方5,022名に児
童・生徒が作成した年賀状をお送りしました。たくさんの
高齢者やそのご家族から、「年賀状ありがとう。嬉しい！
嬉しい！仲間を大切に学びも遊びも楽しくね」「年の初
めに可愛らしい賀状が届き、心が和みました。ありがと
う」「ヘビのイラストかわいかったです」等、たくさんの心
温まるお礼状や電話が届きました。
　どうぞ、気持ちの良い一年をお過ごしください。

高齢者と子どもたちの年賀状交流

 瑞光小学校、第七峡田小学校、第六日暮里小学校、第二瑞光小学校
 尾久小学校、ひぐらし小学校、第三瑞光小学校、尾久西小学校
 汐入小学校、尾久第六小学校、汐入東小学校、赤土小学校
 第六瑞光小学校、大門小学校、峡田小学校、尾久宮前小学校
 第四峡田小学校、第二日暮里小学校、第五峡田小学校、第三日暮里小学校
 第一中学校、第三中学校、第五中学校、第七中学校、第九中学校
 尾久八幡中学校、南千住第二中学校、原中学校
 都立荒川工科高等学校、私立北豊島中学校・高等学校
 花の木ひろば館、熊野前ひろば館
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【募金内訳】
■ 町会・自治会
■ 団体・学校・企業
■ 街頭募金
■ 個人・その他

9,111,499円
925,453円
324,416円
1,107,209円

募金総額11,468,577円

【小 学 校】

【中 学 校】

【高等学校】
【ひろば館】



一緒に街に出てみよう！～ユニバーサルウォーク～
屋外に出て、子どもから高齢者まで、障がいのある方や外国の方も
交えて、一緒に街を歩き、「防災」や「減災」について考える場です。
参加者同士、お互いの立場になってみると、荒川の街の良いところ、
危険なところなど、新鮮な気づきがきっとあります。

大人向け講座
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　障がい・年齢・性別・国籍など、お互いの違いを認めあい、理解しあう地域社会としていくため、さまざまな形で「心のバリアフリー」に
ついて考える場を設けており、毎年、子どもから大人まで多くの方が参加されています。今回は、これらの取り組みの一部をご紹介します。
　「一人ひとりを大切にする」思いや「お互いの多様性を尊重しあう」感覚などを「心のバリアフリー教室」に参加して体感してみませんか。
　また、それぞれの取り組みは、皆様の身近な地域や学校、企業などで、開催することができます。
　ぜひ、荒川ボランティアセンター（下記）までご連絡ください。

　「きもちトーク」は、障がいなど多様な生きづらさを抱える方々が、一般区民を対象に自身
の体験や思いを語る、年1回のイベントです。普段の講座ではなかなか伝えきれないことも含
めて、当事者の生の思いに触れる貴重な機会となっています。
　また、「学習発表会」では、小学生たち（※）が、授業で「心のバリアフリー学習」に取り組み、
学んだことや感じたことを発表します。ぜひ、会場へお越しください！
※今年の「学習発表会」は、第二峡田小学校の皆さんがビデオレターを使用し、瑞光小学校の皆さんが会場か
　ら発表します。

一人ひとりを大切にしあうまちにしよう
～心のバリアフリー教室～

子ども向けバリアフリー学習
幼・小・中・高生を対象に、障がいのある方を講師に迎え、車いす体
験、視覚障がいの疑似体験、手話教室などを行います。学校や障害
者福祉会館等で実施しています。

▼ 

昨年度の「きもちトーク」の様子

［日　時］ 2月22日（土） 13：30～16：00
［場　所］ アクロスあらかわ（障害者福祉会館）1階多目的ホール 荒川2-57-8
［お問合せ］ TEL：3803-6221 FAX：3803-6222
            E-mail：across@arakawa-shakyo.or.jp

●●●●●●&●●●●●開催き も ち ト ー ク  学 習 発 表 会

見えにくい障がいの学習
精神障がい、発達障がいなど「見えにくい生きづらさ」を抱える方々
に寄り添い、よりよく理解するためのプログラムです。当事者
（講師）からのお話を聴いたり、話し合いを行ったりします。

《お問合せ》 荒川ボランティアセンター
               TEL：3802-3338  FAX：3802-3831  E-mail：vorasen@arakawa-shakyo.or.jp

はじめてわかったけど、
車いすって、凸凹とか
段差がこんなに
怖いんだね。

いろんな
「生きづらさ」が
あるんですね。

街の中にも、
まだまだバリアが
あるんですね。

上記の取り組みに興味を持たれた方、こちらのイベント、お勧めです！

お話を伺って、
自分の心の中にも

バリアがあったんだって
気づきました。

社会人、ボランティア団体、企業などの方々を対象に、ご要望に合
わせて、障がい等の生きづらさを共感的・体験的に理解できる講座
を実施しています。コーディネートはお任せください。



　令和6年能登半島地震について、皆様から令和7年1月までにお寄せいただいた募金は、「義援金」2,250,619円、「支援金」861,404円、合計3,112,023円
となり、中央共同募金会を通じて被災地へお届けしました。（このうち、被災地の支援活動を応援する「支援金」の受付は、1月31日で、受付終了となりました）
　荒川区社会福祉協議会では、引き続き、「義援金」の受付を行っています。皆様からお寄せいただく「義援金」は、被災地の配分委員会を通じて、被災された
方々に届きます。
　募金箱は、当会の運営する施設に設置しております。また、銀行口座へのお振り込みをご希望の方は、当会までお問い合わせください。
被災された方への温かいご支援を引き続きよろしくお願いします。
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令和6年度 地域福祉活動助成金の交付先団体を紹介します
　この助成は、歳末たすけあい・地域福祉募金の一部を原資として区民が中心となって地域福祉活動やボランティア活動等
を行う団体を支援する事業で、そうした様々な団体の地域での活動の発展を通じて、「誰もが安心して暮らし続けられる街」
を構築していくことを目的としています。
　今年度は、11の団体が実施する事業活動を対象に、各事業の総事業費の4分の3を
上限として助成金を交付しました。
　助成対象となった団体の掲げるテーマや活動内容について、紹介します。
　なお、各団体のより詳細な内容や令和7年度実施予定の地域福祉活動助成金に
つきましては、当会のホームページをご覧いただくか、荒川ボランティアセンターまで
お問い合わせください。

中途失聴や難聴者の生活向上を目指し、
手話の勉強会や表示板を広める活動、
会員同士の交流な
どを行っています。
今回の助成で、講演
会「聞こえない自分
をアピールしよう！」
を開催しました。

中途失聴難聴者荒川小鳩の会

福祉まつりなど区内の様々なイベント・
講座等で要約筆記を行い、聴覚障がい
者の社会参加等をサポートしています。
今回の助成では、活動で使用する実物
投影機（書画カメラ）を更新しました。

要約筆記サークル「あらぺんの会」

聴覚障がい者の社会参加を支援し、地域での自立生活の実現やそ
の質の向上を図るため、手話通訳活動、地域の聴覚障がい者団体の
活動への協力などを行っています。今回の助成で、手話通訳の技術
研修を実施しました。

荒川区登録手話通訳者の会

ダウン症児の医療・療育等の情報交換、親兄弟の交流を目指して、2
カ月ごとの定例ミーティング、ハイキングや子どもたちの趣味活動な
どを行っています。今回の助成で、言語聴覚士の言語セミナーや悩
み相談会を開催しました。

ピュア・ハート

高齢者がいきいきと暮らせる街を目指し、区内で様々な介護予防の
取り組みを進めています。今回の助成は、ジョイフル三の輪商店街内
に「常設」の居場所を開設するための一部費用として使われました。

特定非営利活動法人 粋と縁

区内の福祉施設やイベント等で手品を披露し、地域での交流をサ
ポートしています。今回の助成で、より難しいマジック・演じ方の研
修を実施しました。出演依頼をお待ちしています。

荒川マジッククラブ

小中高生の居場所づくりから、多世代の誰もが安心できる居場所
づくりを行っています。今回の助成で、「子どもの居場所活動」の
調査や報告会を行いました。

一般社団法人子ども村ホッとステーション

「誰もが認知症とともに尊厳をもって暮らしていける地域づくり」を
目指し、認知症講座や「認知症カフェ（オレンジカフェ）」等の企画・
運営、認知症本人の会への協力などを行っています。今回の助成で、
「傾聴」を学ぶ会員向けの講座を3月8日に開催します。

尾久キャラバン・メイト 元気かい

日本で最初にできた男性介護者の会として、全国の仲間たちと励
ましあいながら活動を進めています。今回の助成で、その30年の歴
史を振り返る講演会を開催し、記念誌を発行しました。

荒川区男性介護者の会（オヤジの会）

知的障がい児者の社会性の習得や体力向上、地域社会との交流を
図るため、フットサル教室・練習・試合・大会への参加等を行っていま
す。今回の助成で、元プロ選手による知的障がい児者のためのフッ
トサルクリニックを開催しました。

荒川サッカー広場

知的障がい者の健康を守り、地域で幸せに暮らせる未来をつくるた
め、福祉と医療の融合講座、「きょうだい会」などを行っています。今
回の助成で、看護師によるweb講演会「強度行動障がいのある知的
障がいの方との関わり」を開催しました。

一般社団法人 幸せを種から育てる知恵袋

荒川区社会福祉協議会3階
荒川ボランティアセンター
〒116-0003 荒川区南千住1-13-20
TEL：3802-3338  FAX：3802-3831
E-mail：vorasen@arakawa-shakyo.or.jp

《お問合せ》

障がいこども

高齢・介護・認知症
※施設などの窓口に
　設置してある「表示板」

お問合せ：荒川区社会福祉協議会 管理課　
〒116-0003 荒川区南千住1-13-20　TEL：3802-2794  FAX：3802-3831  E-mail：shomu@arakawa-shakyo.or.jp

被災地へ継続的な支援を
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善 意 の 寄 付 者 一 覧
この度、ご寄付いただきました金品については、荒川区の地域福祉
の向上に大切に活用させていただきます。

日付 金額（単位：円）寄付者名

善意の寄付者
［令和6年11月1日～令和7年1月14日］（敬称略）

日付 寄付物品寄付者名

日付 金額（単位：円）寄付者名

たんぽぽ募金箱設置店
［令和6年11月1日～令和7年1月14日］（敬称略）

11月 1日
11月 1日
11月 6日
11月 9日
11月 9日
11月 9日
11月14日
11月15日
11月18日
11月22日
11月25日
11月25日
11月26日
11月26日
11月27日

石神康次
原田駐車場
荒川区介護サービス事業者連絡協議会
荒川区介護サービス事業者連絡協議会
荒川区介護サービス事業者連絡協議会
荒川区行政相談委員
東京土建一般労働組合荒川支部
匿名
美容室カラー お客様一同
東尾久本町通りふれあい館
荒川区青少年育成尾久地区委員会
荒川法人会 女性部会
ヘアサロン キムラ
髙橋文代
匿名

※非公開
20,000
100,134
30,000
37,030
10,000
237,670
2,762
59,530
5,750
30,000
91,537
1,366

300,000
100,000

日付 金額（単位：円）寄付者名
11月28日
12月 5日
12月13日
12月18日
12月18日
12月19日
12月24日
12月27日

田中利男
NPO法人 東京ハイキング協会
菅原眼科クリニック
新世界発見ITグループ
境井敬昌
荒川区立第一中学校 六組
中村義子
天王太鼓つくも会　

50,000
20,000
100,000
60,000
5,000
50,000
10,000
10,000

11月 9日
11月 9日
1月 7日
1月 7日
1月 9日
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あらかわ福祉まつり 募金箱
あらかわ福祉まつり「富くじ」
アクロスあらかわ 募金箱
荒川生活実習所・荒川福祉作業所 募金箱
南進堂 お客様一同
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コンサートペアチケット5枚
テーマパークギフトカード1,000円×20枚
区内共通お買物券500円×20枚
オリジナルカレー20入り×20箱
携帯ゲーム機1台
ノベルティグッズ（タオル、タンブラー等）236個
ノベルティグッズ（タオル等）20セット
卵かけご飯専用器具4個
リサイクル自転車1台
オリジナルコーヒーセット30個
米5kg
オムツ・パッド2箱
車椅子1台
米2㎏120袋
りんご10kg66箱
オムツ3袋・介護用品2箱・栄養補助食品10本
食品4箱
衣類3袋
りんご10kg2箱
石鹸5箱
区内共通お買物券10,000円分
米2㎏120袋
車椅子1台
カレンダー2箱

荒川区芸術文化振興財団（ACC）
東京広域勤労者サービスセンター
荒川区商店街連合会
株式会社ADEKA
株式会社インソース
ヨークフーズ三ノ輪店
株式会社井関農機
有限会社中央バフ製作所
荒川区自転車商小売組合連合会
株式会社ダイオーズジャパン
小林朝子
匿名
鈴木賢造
西山鋼業株式会社
株式会社 東工務店
吉田千鶴子
トヨタファイナンス株式会社
髙橋昌子
株式会社 東工務店
匿名
匿名
西山鋼業株式会社
大石栄美子
伊藤忠建材株式会社 職能企画本部サステナビリティ推進室

日付 寄付物品寄付者名

物品寄付者
［令和6年11月1日～令和7年1月14日］（敬称略）

11月 1日
11月 9日

米2㎏120袋
共通入浴券300枚

西山鋼業株式会社
東京都公衆浴場業生活衛生同業組合 荒川支部

荒川区障害者就労支援センター じょぶ・あらかわ
登録している障がいのある方のうち、約380名が一般企業で働いています。

　令和6年11月22日にサンパール荒川にて 「障がい者就
労激励会・長期勤続表彰式」を行いました。「じょぶ・あらか
わ」の登録者のうち、長期にわたり就労されている35名の
障がいのある方を表彰し、当日参加者へは、荒川区長から
お祝いの言葉と表彰状をお渡ししました。

　障がいがある方の職場体験をさせていただける荒川区内
の会社・事業所を募集しています。
・今後、障害者雇用を考えている・・・
・地域福祉に貢献したい・・・
など少しでも興味があればご連絡ください。
　清掃、軽作業、事務などどんな職種でもOK！体験は半日
からでもかまいません。
（体験の場ですので、その後の雇用義務はありません）

職場体験できる場所を探しています！「障がい者就労激励会・長期勤続表彰式」を行いました

袋詰め、パーツ仕分け、梱包、品出し、シュレッダー
封入封緘、皿洗い、事業所内清掃 など仕事の例

「だれに相談したらいいの？どこで聞いてもらえるの？」という皆様のお悩みに耳を傾け、
荒川社協の職員が福祉のことや生活のことなど、様々なお困り事に寄り添い、一緒に考えます。

「困った」の気持ちをお聞かせください

荒川区社会福祉協議会3階 地域ネットワーク課 地域福祉支援係
〒116-0003 荒川区南千住1-13-20　TEL：3802-3338  FAX：3802-3831 E-mail：jigyo@arakawa-shakyo.or.jp

■ご相談やお問い合わせは・・・地域福祉コーディネーターへ！

例えばこんなご相談がよせられました。
遠くに一人で暮らす兄がいます。最近
物忘れも多くて、公共料金の手続きが
できていません。それに、ポストに郵
便物がたまったままになっています。

障がいのある子どもがい
ます。学校に通えておら
ず将来のことや、就職や
通院のことなど不安です。

以前まで働いていたけれど、身体を悪く
してから働くことが難しくなってしまいま
した。自分ができる範囲で、ボランティア
や簡単な仕事をしてみたいのですが・・・。

荒川区社会福祉協議会 在宅福祉サービス課
在宅支援係 荒川区障害者就労支援センター
じょぶ・あらかわ
TEL：3803-4510  FAX：3803-4520

上記の例のように、「困っているけど、解決に向けてどうしていったらいいかわからない。」といった不安な気持ちなど、
なんでもお話しください。
皆様のお話を伺い、一緒に考え、荒川社協の行う支援窓口はもちろん、必要とされる様々な機関に繋ぎます。
また、個々の相談以外にも不定期で『福祉のなんでも相談会』を開催しております。
開催日につきましては、その都度ホームページやチラシ等でお知らせします。
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家族も私も元気だけど、いざ災
害など有事の際を考えると怖
いなあと話しています。なにか、
今できることはありますか。


